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国立民族学博物館

アフリカに関する博物館活動か ら

池谷和信(国 立民族学博物館,民 族社会研究部〉

1.は じめ に

　 国立 民 族 学博 物 館(以 下,み ん ば く と略 す る)は,世 界 の 諸 民 族 の 社会 と文 化 につ い て研 究 し,

そ の成 果 を展 示 す る研 究 博 物 館 で あ る(国 立 民 族学 博 物 館 編,1998)。 み ん ぱ くは,1974年6月 に,

日本 で 初 め て の 民 族 学 の研 究 セ ン ター と して 及 び世 界 の 諸民 族 の 文 化 を展 示 す る博 物 館 と して,

大 阪 北 部 の万 博 公 園 内 に設 立 され た 。 これ 以 降,み ん ぱ くで は,研 究 活動 と博 物 館 活 動 の 両 者 の

両 立 を め ざ して,様 々 な成 果 が 蓄 積 され て きて い る 。 ア フ リ カ研 究 に お い て は,ア フ リ カの 諸 民

族(サ ハ ラ以 南 の ア フ リカ に限 定)を め ぐ る国 際 シ ンポ ジ ウム や研 究 報 告 書 が 知 られ る一 方 で,

ア フ リカ地 域 に関 わ る博 物 館 活 動 に つ い て は あ ま り知 ら れ て こ なか っ た。

　 以 下 で は,筆 者 が こ の博 物 館 に 赴任 した1995年8月 か ら現 在 ま で の 約4年 半 に わ た る経 験 を

も とに,み ん ぱ く内 の ア フ リ カ地 域 を 対 象 に した博 物 館 活 動 を 紹 介 す る。 具 体 的 に は,1997年

12月 の 筆 者 に よ る標 本 収 集,1997年 の 新 着 展 示,1999年2月 か ら3月 まで の 映 像 収 集,1999年

9月 か ら2000年1月 に か け て の特 別 展 示 に か か わ っ た際 の事 例 に も とつ い て い る。 こ れ らの 諸

活 動 は,み ん ぱ くの ア フ リ カ常 設 展 示 に 欠 け て い た南 部 ア フ リ カ地 域(南 ア フ リカ,ボ ツ ワナ,

ナ ミビア,レ ソ ト,ス ワ ジ ラ ン ド,モ ザ ン ビー ク)の 物 を対 象 に して き た点 で は 共 通 して お り,

標 本 や 映像 の収 集 段 階 と,そ れ らを使 っ て の展 示 に よる 公 開 とい う2つ の プ ロ セ ス か ら構 成 され

て い る。

2.収 集

　収集は,標 本収集 と映像取材とに2分 される。標本収集とは,一 般に物の収集を示すが,写 真,

古地図,絵 はが き,銅 版画などのそれも含まれている。映像取材は,ビ デオテークに使われる民

族誌映像の取材である。両者 とも,毎 年,み んぱ くの館員からの申請がつのられ,委 員会の審査

のもとで担当者が決められている。

(1)標 本収集

　みんぱ くでの標本収集は,自 らの研究を押 しすすめるために実施 される必要がある。 しか し,

館内において,収 集のマニュアルはみられない。南部アフリカで何を収集できるのか,何 を収集

したら展示できるのかはまったく見当がつかない。そこで,ま ず,南 部アフリカの各地の博物館

と美術館 をまわり,何 が展示されているのか,ど ういう図録が刊行 されてきたのかを調査 した。
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その結果,展 示物の背景には博物館とつなが りの深い収集家がいること,ま た彼らが現地に行 く

こともあるが,現 地には別の収集家がいることがわか り,筆 者 も彼らに接して物を購入する一方で,

できる限 り現地を広 くまわる計画を立てた。

　その結果,筆 者の研究テーマに沿って,収 集品が3つ に分類された。まず筆者は,南 部アフリ

カにおける諸民族の交易の歴史研究を深めるために,ガ ラス製のビーズ細工に興味を持っていた。

つまり,南 部アフリカが世界最大のガラスビーズの消費地であると聞いてお り,各 地の文化のな

かにビーズ細工がどのように根づいているのかが関心事であった。これらを収集するうえで,ガ

ラスビーズのみならず鉄製ビーズやダチ ョウの卵殻製のビーズなどに対象を拡大 していった。 し

かし,現 地を広 くまわってみると,レ ソトやスワジランドでビーズ細工を見つけることは困難で

あった。南アフリカにおいても,一 部のおみやげ品を除いて現地では急速に使用 されなくなって

きている。このため,ズ ールーやコーサのビーズ細工を収集家から購入 した。

　次に,カ ラハリ砂漠のサ ン(ブ ッシュマン)研 究の立場から,近 年になって彼 らのなかからア

ーティス トが生 まれ,彼 らの作品が世界の博物館や美術館で展示 されている動向をふまえて,彼

らの絵画や版画を収集 した。これらは,ア フリカ地域のみならず,世 界の先住民のなかで共通に

み られるグローバル化するアー トの動向と期を一にしているものである。

　最後は,カ リブ海の一部の地域 を除いてアフリカ内にのみ広 くみられる親指 ピアノという楽器

の収集に努めた。筆者は,こ れらと地域社会とのかかわりあいを把握することは,ア フリカ人の

共通の心性を探ることになると考えている。良質の古いタイプの物が,リ スボンの国立民族学博

物館やシカゴの自然史博物館の収蔵庫に所蔵 されていることを確認 したが,現 在,そ れらを収集

することはできない。一部は,収 集家から購入できた。そこで,展 示場での物の並べ方を工夫 し

たり,演 奏 している映像を併用することなどをとおして,筆 者の研究成果を表現するよう試みた

(写真1)。

写真1　 カラハ リ砂漠 の アーテ ィス ト展示の ようす 一親指 ピア ノのコーナーか ら一

　　 　 来館者が,数 種類の親指 ピア ノにふれて,音 をだせる ようになっている。
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(2)映 像取材

　みんぱ くでの映像取材もまた,自 らの研究を押 し進めるために実施 される必要がある。筆者は,

1999年2-3月 に,ボ ツワナの村 と南アフリカの都市において実施 した。ボツワナでは,カ ラハリ

砂漠におけるスイカ利用の変化などか ら狩猟採集民サ ンの変わ りつつある生活を撮影 した。南ア

フリカでは,こ れまでのみんぱくの映像取材において欠けていた都市スラムの生活に焦点を当て

た。

　 ボツワナでは,サ ンのなかでのスイカの利用,ヤ ギと人との共生のあ り方,家 づ くりなどをテ

ーマにすることがで きた伝統的な村と,学 校や診療所などが整備され移住者で構成された新しい

村との比較を念頭にお きながら,各 々の村での撮影を実施 した。筆者は,こ れらの地域において

10年以上の調査をしてきているので,撮 影はスムーズに進んだ。

　南アフリカでは,ア パル トヘイ ト崩壊後の都市生活の変化というテーマで,ケ ープタウンのカ

エリチャ地区における掘っ建て小屋の生活を撮影 した。近年,ケ ープタウンの郊外では掘っ建て

小屋が急速に増えてお り,そ こに暮らす人々の生 きざまとしてのコーサ人の都市への文化的適応

を描 くことを試みた。都市部での撮影では,筆 者がこれまで親 しくしてきた人々以外 も含まれる

ために,取 材拒否を予想 したが,意 外 と少なかった。

　以上のような2つ の地域での映像取材は,南 部アフリカの農村 と都市生活の2つ の側面に対応

してお り,ま た,グ ローバル化が進むなかでのアフリカ社会の変化を顕著に示そうとした試みで

ある。

3.展 示

　 収 集 した材 料 を も と に行 わ れ る展 示 は,み んぱ くで の研 究 成 果 の 公 表 の 場 で あ る とい わ れ る 。

この た め,展 示 内 容 を とお して,各 々 の 企 画 者 の研 究 水 準 が 問 わ れ る こ とに な る 。 しか も,そ の

成 果 を一般 の 来館 者 に伝 え る た め に は,そ れ な りの展 示 技 術 が 伴 って い な くて は な らな い 。

　 ア フ リ カの常 設 展 示 は,み ん ぱ くの ア フ リカ 展 示 の顔 で あ る 。 開館 当 時,そ れ は ア フ リカ の民

族 文 化 の 展 示 と して,わ が 国 で は 最 初 の 試 み で あ っ た(端,1984)。 しか し,20年 前 に作 ら れ た

もの が 現 在 まで あ ま り変 更 され ず に残 っ て い る た め に,過 去20年 に わ た って 急 速 に 変 化 して き

た ア フ リカ に 対応 しな くな っ て い る 。 また,展 示 され て い る物 に 関 わ る情 報 が少 な く,ビ デ オ テ

ー クが展 示場 に は な い こ と
,そ の 内容 が 対応 して い な い こ とな どか ら不 満 の声 も多 い と聞 く。 こ

の た め,筆 者 が 関 わ っ た 新着 展 示 と特 別展 示 で は,現 代 の ア フ リカ を来 館 者 に伝 え る こ とを 目的

と して,物 の展 示 と ビデ オ の紹 介 とを併 用 す る と同 時 に,来 館 者 が 企 画 に参 加 で きる よ うな仕 掛

け をつ くっ た(写 真1)。

　 まず新 着 展 示 は,展 示担 当 の初 心 者 に とっ て は絶 好 の機 会 を提 供 して くれ る。 これ に は,展 示

の た め に4つ の ガ ラス ケ ー ス しか な い の で,テ ー マ を しぼ りや す くな っ て い る。 筆 者 の 場 合,南
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部 ア フ リ カの ビー ズ細 工 に焦 点 を しぼ り,ガ ラス,鉄,そ の 他 の ビ ー ズ素 材 の 違 い か ら展 示 を構

成 した 。 これ を とお して,物 の美 しさに 秘 め られ た 人 々の 知 恵 を主 張 したか った 。 しか し,ど の

程 度,そ れ が 来 館 者 に伝 わ っ た の か は 疑 問 に残 って い る。 この 際 に は,ダ チ ョウの卵 に触 れ た り

鉄 ビー ズの 重 さを確 認 で きる コー ナ ー を作 る と同 時 に,ド イ ツ製 の 既 存 の 映 像 で ビー ズの 作 り方

を紹 介 した。 こ れ らの成 果 の一 部 は,常 設 展 示 の な か に移 され て お り,い つ で も来館 者 が 見 ら れ

る よ う な状 態 に な っ て い る。

　 特 別 展 示 で は,越 境 す る民 族 文 化 とい う メ イ ンテ ー マ の も とで,主 張 す る先住 民 文 化 とい う コ

ンセ プ トの 中で,カ ラハ リ砂 漠 の ア ー テ ィス トの コー ナ ー を担 当 した。 こ こで は,絵 画 を描 くペ

イ ン ター,ダ ンサ ー,ミ ュ ー ジ シ ャ ンの3つ の ア ー テ ィス トの 生 き ざ ま を,物 の展 示 と ビ デ オ映

像 を併 用 して 表 現 して い る(池 谷,1999)。 こ れ ら は,近 年 の周 辺 地 域 へ の グ ロ ーバ ル化 の 浸 透

の 産 物 で あ り,展 示 場 で は,オ ー ス トラ リア の ア ボ リ ジナ ル,カ ナ ダの イ ヌ イ ッ ト,ア マ ゾ ンの

イ ンデ ィオの そ れ との比 較 が な され て い る 。 しか し,こ う した 企 画 者 の ね らい とは 裏腹 に,家 族

連 れ を中 心 と して,実 際 に音 を 鳴 らす こ との で き る親指 ピ ア ノの コ ー ナ ー に人気 が 集 中 した。 国

内 各 地 か ら,親 指 ピア ノの演 奏 者 が集 まっ て きた 点 も,展 示 す る前 に は予 期 しな か っ た 点 と して

挙 げ られ る。

　 以 上 の よ うに2つ の展 示 製 作 の 経験 を とお して,展 示 をつ くる過 程 で学 習す る こ とが 多 い こ と,

展 示 をす る以 前 に,そ れ に 関 わ る論 文 を書 き終 え て い る こ とが 望 ま しい こ とな どが 明 らか に な っ

て きた 。 つ ま り,展 示 の なか で の 製 作 者 の ア フ リカへ の ま な ざ しが 問 われ るか らで あ る。

4.社 会 へ の 情 報 サ ー ビ ス

　 近 年 み んぱ くで は,社 会 へ の新 た な情 報 サ ー ビス が3つ の形 で 試 み られ て い る。 み ん ぱ く電 子

ガ イ ドは,1999年5月 か ら ス ター ト して い る 。 これ は,常 設 展 示 場 にて 小 型 ス ク リー ンを持 ち

ヘ ッ ドホ ー ン をつ け展 示 物 の 前 方 で止 まる と,静 止 画像,動 画,お よび 文 字 と音 を使 っ て,そ の

物 の 解 説 が 聞 け る よ う に な っ て い る装 置 で あ る。 こ れ は,展 示 場 で の物 の 説 明不 足 を補 う試 み で

あ る。

　 新 ビデ オ テ ー ク は,本 年3月16日 か ら公 開 され て い る。 この なか には,館 独 自の 映 像 取 材 に よ

る新 しい ビデ オ と同 時 に,マ ルチ メ デ ィア を活 用 した新 た な ビデ オ が含 まれ てい る。 こ れ は,視

聴 者 の さま ざ まな ニー ズに応 じて,好 みの ボ タ ンを押 す こ とで,よ り効 率 的 に映 像 を視 聴 で きる。

　 み ん ば くが 収 集 して き た物 に関 わ る情 報 の 公 開 は,現 在,そ の知 的所 有 権 を含 め て 検 討 が 進 め

られ て い るた め に,実 現 され て は い ない 。 お そ ら く近 い将 来 に は,イ ン ター ネ ッ トを通 じて外 部

か ら 自由 に情 報 を入 手 で きる よ うに な るで あ ろ う。 また,み ん ば く とイ ギ リスの 大 英 博 物 館,そ

して ア メ リ カの ス ミソニ ア ン自然 史 博 物 館 の 問 にお い て,博 物 館 情 報 の交 換 を円 滑 に進 め る試 み

が 進 んで い る。 この 企 画 に は,IBM社 が 中間 に介 在 した共 同 プ ロ ジ ェ ク トが 進 め られ て い る 。
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　以上のような動 きは,社 会へのみんば くの研究活動の還元が求められている現在において,今

後,ま すます活発になるであろう。

5.博 物館活動の問題点 と将来

　これからのみんぱくでは,ま すます展示や映像 を通してアフリカのどんな面を伝えたいのかが

問われてくるのではないだろうか。アフリカ研究者も驚くような新しいアフリカ観を作 り出せる

のかが問われている。現在,常 設展示には,都 市生活の展示がないことも,ま す ます都市化の進

むアフリカにおいて,現 実とは合わない時代遅れの展示になっているように思える。世界的にみ

ると,シ カゴの自然史博物館ではセネガルのダカールやナイジェリアのカノの生活を,ヨ ハネス

ブルクの博物館では南アフリカの都市の生活が紹介されている。

　 また,博 物館活動の評価の問題が挙げられる。世界各地の博物館のアフリカ展示 と比較 して,

展示内容や展示技法に独創性があるのかも問われるいる。そのためには,企 画者が最先端の研究

成果をとりあげて,そ れを展示に応用するような形でないと難 しいであろう。展示や ビデオなど

の内容に対する,我 が国のアフリカ研究者の率直な評価を必要としているのである。その一方で,

一般に受け入れやすい評価基準は
,来 館者の数である。これを増やすためには,わ か りやすさが

要求 され,人 々が参加できるような企画がますます必要になってい くであろう。

　近年では,社 会における博物館の役割が変化 してきている。博物館は,物 を拝むようなテンプ

ルとしてのものではなくて,フ ォーラムとしての博物館の役割が注目されている(吉 田,1999)。

例えば,今 回の特別展示において親指 ピアノを展示することは,そ れに関心のある国内の人々が

集 まる場を提供するという役割を果たしていた。そこでは,お 互いの情報が交換される。今後の

みんぱくは,ア フリカ展示をとお して,ア フリカ文化に関する情報を発信すると同時に,さ まざ

まな社会のニーズに答えられる情報センターとしての役割を担 う必要があると考えている。
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　 　 　 　博 物 館.

端 　 信 行,吉 田憲 司 編,1990.赤 道 ア フ リ カの 仮 面.国 立 民 族 学 博 物 館.

吉 田憲 司,1999.文 化 の 発 見.岩 波 書 店.
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〔みんぱ くの博物館活動に関する成果の一覧〕(筆者　作成)

資 料1:展 示(各 展 示 ご とに,年 代 順 に列 挙)

・常 設 展 示:ア フ リカ(1977年 秋 ～42000年1月 ,和 田 正 平,端 信 行,江 ロー 久,福 井勝 義 な ど)

・企 画 展 示:赤 道 ア フ リカの 仮 面(1990年3月 ～5月 ,端 信 行,吉 田憲 司)

・特 別 展 示:異 文 化 へ の ま な ざ し(1997年9月 ～1998年1月 ,吉 田 憲 司,栗 本 英 世 な ど)

越 境 す る 民 族 文 化:カ ラ ハ リ砂 漠 の ア ー テ ィ ス トの コ ー ナ ー(1999年9月

～2000年1月
,池 谷 和 信)

・新 着 展 示:西 ア フ リカの 彫 刻(1979年11月 ～1980年5月
,端 信行)

西 ア フ リカの 織 物(1984年5月 ～ll月,江 ロー 久)

上 ナ イル の 牧 畜 民 一 ナ ー リムの く ら し一(1990年5月 ～11月,福 井 勝 義)

エ チ オ ピ アの 高 地 と低 地(1992年2月 ～8月,福 井勝 義)

赤 道 ア フ リカの 儀 礼 的 貨 幣(1995年3月 ～9月,端 信 行)

ビ ー ズ ー 美 し さ に 秘 め ら れ た 南 部 ア フ リ カ の 知 恵 一(1997年8月 ～1998

年2月,池 谷 和 信)

・開館20周 年 記 念 展 示:テ ィ ン ガテ ィ ンガ の不 思 議 な世 界 一 サバ ンナ の現 代 絵画 一(1998年3月

　 　　 　 　 　～4月,和 田 正平)

資 料2:ビ デ オ テ ー ク(こ れ らの 一部 は,す で に み ん ぱ くの ミュ ー ジ アム シ ョ ップ にお い て販 売

　 　 　 　 され て い る)(監 修 者,国 名,撮 影 時 期)

・バ メ ッ シ ン グの土 器 つ く り(和 田 正平 ・森 淳 ,カ メル ー ン,1978年12月)

・満 た され た器(小 川 了 ,セ ネ ガル,1981年10月)

・サ ハ ラの 鉄 づ く り一 ハ ウサ族 の タマー(大 森康 宏 ,ニ ジ ェー ル,1981年11月)

・ダパ ン ゴの 酒 つ く り(和 田 正 平 ・森 淳
,ト ー ゴ1982年12月)

　 タ ン チ グの 型 を使 っ た土器 つ く り(和 田 正 平 ・森 淳,ト ー ゴ,1982年12月)

・デ フ ァ レの 土器 つ く り(和 田 正 平 ・森 淳 ,ト ー ゴ,1982年12月)

・ア フ リカ最 西端 の 町 　 ダ カ ール(小 川 了 ,セ ネ ガ ル,1984年12月)

・フル ベ 族 　 乾 季 の 生 活(小 川 了 ,セ ネ ガ ル,1984年12月)

・フル ベ 族 　 村 の 生 活(小 川 了 ,セ ネ ガ ル,1984年12月)

・フ ルベ 族 の 家 畜 と水(小 川 了
,セ ネ ガ ル,1984年12月)

・マ ル アの 町 一 北 カ メル ー ンー(江 ロー 久
,カ メ ル ー ン,1985年1月)

・ボ ゴ の王 さま一 北 カ メル ー ンー(江 ロー 久
,カ メ ル ー ン,1985年1月)

・北 カ メ ル ー ンの 花 嫁(江 ロ ー久
,カ メ ル ー ン,1985年1月)
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・マ サ イ族 　 上 級 戦 士 に な る儀 礼(和 田 正 平 ・神 戸 俊 平
,ケ ニ ア)

・マ サ イ族 の豊 産 儀 礼(和 田正 平 ・神 戸 俊 平 ,ケ ニ ア)

・ア フ リカ最 南 端 の都 市 ・ケ ー プ タ ウ ン(池 谷和 信
,南 ア フ リ カ,1999年3月)

・ケ ー プ タ ウ ンの ス ラム の 一 日(池 谷 和信 ,南 ア フ リカ,1999年3月)

・掘 っ建 て 小屋 に暮 らす一 ケ ー プ タ ウ ンの ス ラム か ら一(池 谷 和 信
,南 ア フ リカ,1999年3月)

・カ ラハ リ砂 漠 の キ ャ ン プの 一 日(池 谷 和 信 ,ボ ツ ワナ,1999年2月)

・カ ラハ リ砂 漠 の 家 作 り(池 谷 和 信
,ボ ツ ワナ,1999年2月)

・最 後 の毒 矢狩 猟(池 谷 和 信
,ボ ツ ワナ,1999年2月)

・砂 漠 の 水瓶 ス イ カ(池 谷 和 信
,ボ ツ ワナ,1999年2月)

・ヤ ギ と人 との 共生(池 谷 和 信
,ボ ツ ワナ,1999年2月)

・ア フ リカ の親 指 ピア ノ(池 谷 和 信
,ボ ツ ワナ,1999年2月)

・ ドク ター と トラ ンス ダ ン スー カ ラハ リ砂 漠 の伝 統 治 療 一(池 谷 和 信
,ボ ツ ワナ,1999年2月)

・砂 漠 の 中 の新 興 住 宅 地(池 谷 和 信
,ボ ツ ワナ,1999年2月)

・Making　 Iron　in　the　Desert-The　 Iron　Billets　of　the　Hausa　 Tribe-(ニ ジ ェ ー ル,大 森 康 宏)

・Chief　Buuba　 of　Bogo　Village-Northem　 Cameroon-(カ メ ル ー ン,江 ロ ー 久)

新 ビデ オ テ ー ク:マ ル チ メデ ィア コ ンテ ンツ

カ ラハ リ砂 漠 の狩 猟 牧 畜 民 サ ン(池 谷和 信,ボ ツ ワ ナ)
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